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＊いたばし　まさのり　東洋大学文学部教育学科
はじめに
　2015（平成27）年 3 月27日に学校教育法施行規
則が改正され、これとともに小学校学習指導要領
の一部改正が告示された。今回の改正によって、
道徳の教科化が実現することとなり、いじめ問題
への対応の充実、発達の段階をより一層踏まえた
内容の改善、問題解決的な学習などの指導方法の
工夫が、盛り込まれることとなった。また、文部
科学省ホームページに掲載されている「小学校学
習指導要領解説　特別の教科･道徳編」（以下、「解
説」）では、「発達の段階に応じ、答えが一つでは
ない道徳的な課題を一人一人の児童が自分自身の
問題と捉え、向き合う『考える道徳』、『議論する
道徳』へと転換を図るものである」ことが明記さ
れている1。これらのことから「特別の教科･道徳」
では、従来の道徳授業からの「転換」と新たな道
徳授業の創作が期待されていると考えられる。
　それでは、「特別の教科･道徳」において、どの
ような授業が求められるのだろうか。「解説」の「第
3 ･指導計画の作成と内容の取扱い」では、改訂
の要点として「オ　道徳科の特質を生かした指導
を行う際の指導方法の工夫例を、問題解決的な学
習、道徳的行為に関する体験的な学習等として示
した」と記述されている2。これは、従来の道徳
の時間の授業が、副読本の読み物資料を中心とし
た画一的で心情主義的なものであったという批判
に基づいている。ここで、「道徳的行為」に関す
る学習を明記した点は注目に値することである。
「特別の教科･道徳」の授業実施にあたっては、こ
れまでの道徳授業の見直しをするとともに、「道
徳的行為」に関する指導の充実を図ることが急務
であるといえる。
　このような「道徳的行為」に着目した実践は、
これまでの道徳の時間において、皆無であったの
であろうか。道徳の時間の実践の歴史をひも解い
てみたとき、このすべてが、先に指摘した読み物
資料中心の心情主義的な道徳授業であったわけで
はないことがわかる。筆者が注目するのが、道徳
の時間の創設から、文部省によって読み物資料の
発行がなされた期間における道徳の時間の実践で
ある。この期間に注目する理由は 2 つある。 1 つ
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　本稿は、主として1960年代に実践された東京教育大学附属小学校の道徳授業に着目し、
この特質と実践の意義を考察したものである。
　はじめに、2015（平成27）年 3 月の学習指導要領一部改正の内容の考察を行った。この
改正では、「特別の教科･道徳」において「問題解決的な学習」などの授業方法の多様化が
提示されていた。つづいて、東京教育大学附属小学校の実践の検討を行った。同校の道徳
授業は、児童の話し合いを中心とする「問題解決学習」を取り入れており、読み物資料を
中心とすえた実践とは大きく異なる授業であった。授業で取り上げる「問題」とは、学級
児童の日常生活上の問題であり、より多くの児童の共有できる問題が取り上げられていた。
また、学習指導要領の内容項目をそのまま授業のねらいに置き換えるのではなく、児童の
「行為」に着目したねらいの設定がなされていた。さらに、 1 つの内容項目につき、 1 時
間で授業を終えるのではなく、複数時間を配当している点にも特徴が見出された。
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成27）年 3 月の学習指導要領一部改正の内容を検
討し、「特別の教科･道徳」の授業像を明確にする。
次に、附小の実践研究の研究内容を明らかにする。
ここでは、附小における道徳教育の目標、指導方
法を明らかにする。つづけて、附小の実践事例を
取り上げ、この特質を考察する。これらの考察を
ふまえ、最後に、道徳的実践を行うことのできる
児童育成のための道徳授業について検討する。
1 ．学習指導要領一部改正にみられる新しい
道徳授業の提案
　「解説」において、道徳授業の課題として、読
み物資料を中心とした画一的な授業方法になって
いることがあげられている。この課題を克服する
ために、授業方法の多様化が提案されている。こ
れに関連して、「第 3 章　特別の教科･道徳」の「第
3 ･指導計画の作成と内容の取扱い」の「 2（ 5 ）」
では、次のような留意点が示されている5。
　･　児童の発達の段階や特性等を考慮し、指導の
ねらいに即して、問題解決的な学習、道徳的行
為に関する体験的な学習等を適切に取り入れる
など、指導方法を工夫すること。その際、それ
らの活動を通じて学んだ内容の意義などについ
て考えることができるようにすること。また、
特別活動等における多様な実践活動や体験活動
も道徳科の授業に生かすようにすること。
　この記述に基づき、ここでは、道徳授業改善の
方策として、「問題解決的な学習」の取り入れ、「道
徳的行為に関する体験的な学習」の取り入れ、特
別活動等の他の教育活動との関連という 3 つに着
目したい。
（ 1）「問題解決的な学習」の取り入れ
　道徳授業の改善をめざす方策のひとつとされて
いる「問題解決的な学習」であるが、これはどの
ような学習を意味しているのだろうか。「解説」
において、「問題解決的な学習」は、次のように
説明されている6。
　･　道徳科における問題とは道徳的価値に根差し
た問題であり、単なる日常生活の諸事象とは異
なる。道徳科における問題解決的な学習とは、
ねらいとする道徳的諸価値について自己を見つ
目は、1958（昭和33）年版小学校学習指導要領の
道徳の項目のうち「第 3 　指導計画作成および指
導上の留意事項」において、「読み物の利用」、「視
聴覚教材の利用」とならんで「実践活動」が例示
されているからである。つまり、この時代にあっ
ては、児童の行為に至るまでの指導が道徳の時間
の指導に含意されていたと考えられるのである。
2 つ目は、これまで道徳の時間の混乱期と位置付
けられていたこの時期であるが、実践の特質を明
らかにすることによって、読み物資料によらない
現場教師による試行錯誤が積極的に行われた期間
ととらえ直すことが可能であると考えるからであ
る。これらの理由により、「特別の教科･道徳」の
実施にあたり、この時代の実践を分析することは、
道徳的行為の指導の検討をするうえで不可欠な作
業であると考える。
　本稿で取り上げる検討対象期間において、道徳
の時間の研究を精力的に行っていた小学校、それ
が本稿で事例として取り上げる東京教育大学附属
小学校（以下、附小）である。本稿が取り上げる
この時期において、附小は、同校道徳教育研究会
の構成員を中心として、関連図書を次々と発行し、
研究成果を発表していたのである。この時期の実
践を考察対象とした先行研究は、管見の限り、ご
くわずかである。特に、道徳の時間の創設期にあ
たる1950年代および1960年代の授業実践は、詳細
に検討されることなく、現在にいたっている状況
にある。この時期の実践を取り上げた先行研究と
して、間瀬正次の研究があげられる3。しかし、
数校の実践を取り上げているのみであり、ここで
は附小の実践は取り上げられていない4。
　以上の考えに基づき、本稿では、主として1960
年代における附小の道徳授業に着目し、この特質
を明らかにすることを目的とする。この研究目的
を達成することで、従来の副読本を用いての心情
主義的な道徳授業から脱却し、道徳的実践のでき
る児童の育成をめざした道徳教育のあり方を追究
する。また、先行研究は、この時期の道徳の時間
の実践について、低調であり現場の混乱のみられ
る時期であると評価しているが、本研究を通して、
附属小学校における研究・実践の充実という点に
おいて小学校教員の試行錯誤による多様な実践の
展開していた時期であったという側面を浮き彫り
にすることをねらう。
　研究の方法は以下の通りである。まず、2015（平
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ど「道徳的行為に関する体験的な学習」を道徳授
業に取り入れることが示されている。さらに、読
み物資料を活用した場合には、その資料に登場す
る人物等の言動を即興的に演技して考える役割演
技など、疑似体験的な「表現活動を取り入れた学
習」も提案されている。
　このような「道徳的行為」に関する学習の取り
入れが主張された背景には、これまでの心情主義
的な道徳授業への批判があると考えられる。この
批判とは次のようなものである。すなわち、これ
までの道徳授業は、副読本などの読み物資料に登
場する人物の心境を児童に考えさせる学習を多く
取り入れているが、この学習では児童の実際の生
活場面における行動への影響がみられないという
批判である。つまり、「わかっているけど行動で
きない」という道徳教育史において古くから問題
とされている事柄に対応すべく、提案されたのが、
このような「道徳的行為に関する体験的な学習」
だと考えることができるのである。この点を考え
るうえで参考になるのが、「解説」において、「教
材」について述べた次の記述である8。
　イ　･悩みや葛藤等の心の揺れ、人間関係の理解
等の課題も含め、児童が深く考えることが
できるもの
　･　道徳科の授業における指導の目指すものは、
個々の道徳的行為や日常生活の問題処理に終わ
るものではなく、児童自らが時と場に応じて望
ましい道徳的実践が行えるような内面的資質を
高めることにある。つまり、道徳科の学習では、
道徳的価値についての単なる知的理解に終始し
たり、行為の仕方を一方的に指導したりする時
間ではなく、ねらいとする道徳的価値について
児童自身がどのように捉え、どのような葛藤が
あるのか、また道徳的価値を実現することにど
のような意味を見いだすことができるのかな
ど、道徳的価値を自己との関わりにおいて捉え
る必要がある。
　･　したがって、道徳科の教材の作成に当たって
は、例えば、体験活動や日常生活を振り返り道
徳的価値の意義や大切さを考えることができる
教材、今日的な課題について深く考えることが
できる教材、学級や学校生活における具体的事
柄や葛藤などの課題について深く考えることが
できる教材など、児童が道徳的価値について深
め、これからの生き方に生かしていくことを見
通しながら、実現するための問題を見付け、ど
うしてそのような問題が生まれるのかを調べた
り、他者の考え方や感じ方を確かめたりと物事
を多面的・多角的に考えながら課題解決に向け
て話し合うことである。そして、最終的には児
童一人一人が道徳的諸価値のよさを理解し、自
分との関わりで道徳的価値を捉え、道徳的価値
を自分なりに発展させていくことへの思いや課
題が培われるようにすることである。
　この記述からわかるように、道徳授業で取り扱
う「問題」は、「道徳的価値」に関連のあるもの
とされ、単なる日常生活上の諸問題とは区別され
ている。ここでいう「問題」を教材としてとらえ
たとき、次の記述も確認しておく必要がある。「解
説」の「第 3 ･ 指導計画の作成と内容の取扱い」
では、「 3 （ 2 ）･教材については、教育基本法や
学校教育法その他の法令に従い、次の観点に照ら
し適切と判断されるものであること」と明記した
うえで次の 3 つを示している7。
　ア　･児童の発達の段階に即し、ねらいを達成す
るのにふさわしいものであること。
　イ　･人間尊重の精神にかなうものであって、悩
みや葛藤等の心の揺れ、人間関係の理解等
の課題も含め、児童が深く考えることがで
き、人間としてよりよく生きる喜びや勇気
を与えられるものであること。
　ウ　･多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱
う場合には、特定の見方や考え方に偏った
取扱いがなされていないものであること。
　これらの記述から、「問題解決的な学習」にお
いては、従来のような一斉指導ではなく、児童同
士で話し合う活動、すなわち、ペアや少人数グルー
プでの学習形態が有効であると考えられる。ここ
での話し合いでは、自分の気持ちや心情を発表す
ることだけでなく、道徳的な判断や行動に関する
発表がなされるなど、児童ひとりひとりの見方や
考え方を発表しあう活動が期待されている。
（ 2）「道徳的行為に関する体験的な学習」の取り
入れ
　「解説」では、実際に挨拶や丁寧な言葉遣いな
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学校教育活動と連携を図ることで道徳教育上の効
果を相乗的に向上させることが目的とされている
ことがわかる。
2 ．東京教育大学附属小学校の道徳教育研究
　附小では、それぞれの教科・領域において、研
究会を設置しており、継続的に教育研究に取り組
んでいた。道徳の時間、および道徳教育全般に関
しては、「東京教育大学附属小学校道徳教育研究
会」（以下、道徳教育研究会）が同校の研究の中
心的な役割を果たしていた9。1963（昭和38）年
の道徳教育研究会の部員は、坂井正久、藤井圀彦、
高田典衛、石上秀雄、高橋進の 5 名であった。道
徳教育研究会は、「道徳教育教科論」の確立をめ
ざして 5 年の研究計画をたて、研究に取り組んで
いた。研究期間は、1963（昭和38）年から1967（昭
和42）年の 5 年間であったと推測される10。刊行
された図書をまとめたものが表 1 である。
　それでは、道徳教育研究会において、どのよう
な研究がなされていたのだろうか。研究をはじめ
るにあたり、道徳教育研究会は、当時の道徳教育
研究の傾向の把握から着手している。彼らは、当
時の道徳授業に大きな影響をあたえたものとして
文部省の指導資料の発行をあげ、これによって「現
場の授業は当然それに押されて、読み物中心から
読み物解説の方向へ、そして、読み物の道徳的内
容要素についてのお説教へと傾いているような気
がする」と分析していた11。このような動向を批
判的にとらえ、彼らの研究が開始される。まず、
く考え、道徳的価値を自覚できるよう題材の選
択、構成の工夫等に努めなければならない。
　この記述から、道徳授業のめざすものは「児童
自らが時と場に応じて望ましい道徳的実践が行え
るような内面的資質を高めること」にあり、これ
を実現するために、「道徳的行為に関する体験的
な学習」が提案されたと考えられる。
（ 3）特別活動等の他の教育活動との関連
　「解説」では、「特別の教科･ 道徳」において、
実践活動や体験活動を生かす方法を考えることの
重要性が指摘されている。具体的には、各学校で
児童の発達の段階等を考慮して、「特別の教科･道
徳」の年間指導計画を作成する際に、他の教育活
動との関連に留意することが考えられる。たとえ
ば、学校行事の体験を通して考えたことや感じた
ことを道徳授業で話し合うこと、道徳授業で育ま
れた道徳的実践を主体的に行おうとする意欲を大
切にしながら学級活動を行うことがあげられる。
　このような道徳的価値を意図した実践活動や体
験活動が計画的に行われている場合であっては、
道徳授業において考えを深めたり、価値を内面化
したりすることが期待できる。計画的に実施する
体験活動は、学級すべての児童の共通の関心など
をもとに学習に取り組むことが可能になるため、
それぞれの指導において効果を高めることも可能
となる。
　これらのことから、「特別の教科･道徳」と他の
表 1　東京教育大学附属小学校の道徳教育関連図書
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きようとする、という 3 つの手順を示した。この
原型を創り出すにあたっては、次の 3 つが重視さ
れた13。 1 つ目は、「実態の重視」である。ここ
では、現場における研究当時の道徳授業の実態と
問題点が具体的に検討されている。 2 つ目は、「原
理の究明」であり、心理学や教育学の文献を参照
しながら指導法や指導過程に関する基礎理論の検
討がなされている。 3 つ目は、「伝統の継承」で
あり、これまでの道徳授業実践の業績の検討と「正
しい継承」を心がけたとされている。
　ここでは、「解説」に示された 3 つの指導方法
の工夫と関連させ、道徳教育研究会の道徳授業の
特質を検討する。
（ 1）「問題解決学習」の基本形態
　道徳教育研究会は、道徳授業の原型を提案して
いる。原型は、表 2 の通りである14。
　附小の道徳授業は、「道徳の学習は系統的学習
と、問題解決学習とのからみ合わせにおいて、は
道徳教育研究会では、道徳の時間の目標、内容、
方法の研究を行い、一貫した指導の体系を構築す
ることがめざされた。目標論に関しては『学年的
発達段階に即した道徳教育の研究・計画編』（明
治図書）において、内容論に関しては『道徳の学
習構造』（明治図書）において、それぞれ研究成
果が発表されるとともに、これらの詳細が明らか
にされた。
　つづいて、道徳授業の指導過程の原型が提案さ
れた。これは『道徳授業の原型と指導法』（明治
図書）において発表された。彼らは、この図書に
おいて明確に自らの立場を次のように表明してい
る12。彼らは、「道徳指導におけるわれわれの立場」
として「子どもの生活上の問題（行為や判断や心
情）をとりあげ、それに対する子どもの道徳的心
情をゆり動かし、自分の心や行為に目を向けさせ、
反省させることを指導の基本と考えている」と主
張する。そして、「道徳実践の過程」として、①
自己をふりかえる、②他をおしはかる、③共に生
表 2　東京教育大学附属小学校における道徳授業の原型
＜導入＞ ＜展開＞
○問題の確認把握 ○共通認識を基礎にした問題解決への集団思考
（ 1 ）学習の方向づけをする。
・主題に即して学習場面を提示する。
・方向づけのための問題事例（資料を含む）を示す。
（ 2 ）主題に即した生活経験をありのままに思い出させる。
・･各自の問題事例について時、ところ、相手、行為などを思
い出させる。
・そのときの自分の気持ちを思い出してみる。
（ 3 ）想起された生活経験を整理し、共通化をはかる。
・･想起された問題事例の過程を思い出させ、要素を明らかに
する。
・･それらの事例と自分の経験とを照合し、共通性を見いださ
せる。
（ 4 ）想起された生活経験を類型化させる。
・･想起された問題事例を類型化するための視点を発見させ
る。
・発見した視点で、それぞれについて検討し、選択させる。
（ 5 ）問題を把握させ、解決への意欲を高める。
・問題の焦点化をはかる。
・焦点化されたものにあわせて、他の問題を構造づける。
・集団思考の問題を明確に把握させる。
（ 1 ）問題解決のための仮説を考えさせる。
・既有経験を基礎にしてそれぞれ仮説を考えさせる。
・仮説の理由をはっきりさせる。
（ 2 ）･問題を支えている条件を分析させ、問題の所在、性質
を鮮明にさせる。
・原因、結果、相手、時、ところなどを分析させる。
・目標に直結する道徳的な要素に気づかせる。
（ 3 ）･その問題における人間関係、特に自他の心情を考えさ
せる。
・自他の心情をいつわらずにとらえさせる。
・他人の心情を相手の立場になりかわってとらえさせる。
・問題を自他の関係という立場から深める。
（ 4 ）問題解決の質を深め広めるために間接経験を投入する。
・･問題と類似していたり、相反しているような間接体験を投
入する。
・･その間接経験の条件を分析させ、自分たちの問題との関連
を考えさせる。
＜整理終末＞ ＜発展＞
○人間関係を自覚的に把握し充足していく問題解決 ○実践による検証
（ 1 ）問題を解決させる。
・問題に対しどう解決したらよいかの結論をまとめさせる。
・仮説と比べて、結論へのすじみちを反省させる。
（ 2 ）結論を自分のものとして自覚させる。
（ 1 ）･自分の問題の解決として考えたことを実践を通して反
省させる。
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　ここまでは児童の直接経験であったが、「展開」
の後半には、間接経験が取り扱われる。問題となっ
ている事実に類似、あるいはまったく相反してい
る事柄が取り上げられる。この間接経験の投入に
よって、学習者集団における集団的思考を躍動的
に、精密にすることができるという。ここでの間
接経験とは、紙芝居、スライド、読み物資料、副
読本の資料、テレビ、ラジオ、教師の話などを指
す。
③整理終末
　「展開」において、いくつかの望ましい解決方
法が見出された。ここでは、これらをさらにまと
め、はじめの主題において志向された問題をどう
解決していくかという課題に立ち返る段階であ
る。細分化された個々の問題を統一的に把握し、
思考していくことで、実践への足がかりをつける
ことが行われる。
④発展
　生起した主題の問題を反省的に思考し、そこか
ら導き出された解決の方法を実践に移す段階とさ
れる。それによって自己の問題解決方法が妥当で
あるかどうかが検証されるのである。
　これらのことから、附小でいう「問題解決学習」
で取り扱う「問題」に関して、次のような 2 つの
特徴を見出すことができる。すなわち、児童の日
常生活場面から生じている問題であること、より
多くの学級児童によって共有されている問題であ
ることである。また、「展開」における次のよう
な記述に注目したい。「問題解決学習」において、
「もっとも留意すべきこと」は、生起している問
題に対して、「そのときの自分や相手の気持はど
うであったか、また、どのようになった（変わっ
た）かを十分に分析的に再生的に鮮明し把握して
おくことである」とされる。このように心情の分
析を手がかりとしながら、「行為」の理由につい
て児童に考えさせている点に特徴がある。
（ 2）「道徳的行為の類型」に基づく教材研究
　1962（昭和37）年に発行された『学年的発達段
階に即した道徳教育の研究・計画編』（明治図書）
によると、この時代においては、道徳の時間の授
業をいかに実践するか、各校が試行錯誤のなかで
実践を展開していたという17。当時は、大学の教
育学者や心理学者が「全国的な指導行脚」を行い、
「とにかく、あちこちに道徳教育の研究会や、実
たされるべきである」という基本方針をとってい
る15。附小の「問題解決学習」とはどのようなも
のか、ここでは 4 つの指導過程を詳述し、この特
質を明らかにする16。原型の全体像が示されたの
は、1964（昭和39）年発行の『道徳の学習構造』（明
治図書）であった。その後は、ここで示された原
型に若干の修正が加えられ、より精緻化され、
1966（昭和41）年発行の『道徳授業の原型と指導
法』（明治図書）において、確立されることとなっ
た。
①導入
　ここでは、学習者が何を自分はこれから学習す
るのか、何が解決すべき問題であるか、これらの
確認・把握がなされる。
　まず、提起された教師の問いに応じて、児童は
自分の生活経験の反省を行う。次に、これらの個
人の経験のなかで、比較的一般性のある問題を選
び出す。この際には、はじめに把握した学習問題
に、より関連しているものは何かという視点が重
視される。この過程は、学級全員で考える問題を
みつけ出そうとするものであり、集団思考の一次
的段階として位置づけられている。
　この過程を経て、これまでの「個人の経験」で
はなく、「みんなの経験」であるという性格をも
たせる。これにより、学習者にとって解決してい
かねばならない当面の問題が明らかになり、この
問題を解決しよういう意欲が深まるという。ここ
では、学習される内容を全児童にとっての問題と
して意識化させることが最重要事項とされてい
る。
②展開
　導入で確認された学習問題をどのように解決し
ていくか、ここでは、問題解決のための集団思考
が行われる。
　まず、取り上げる問題を支えている条件が何で
あるかを明らかにし、これらの条件を十分に吟味
する。ここでいう条件とは、問題が起きた原因、
相手、時、場所など物理的・自然的条件を指して
いる。これらは、生起した人間関係を支える条件
を明らかにする作業と位置づけられている。次に、
この問題を支えている人間関係そのものの解明を
試みる。ここでは、ある生起した問題にまつわる
人間関係のうち、直接の当事者である自分と他者
の、その時・場における心情がたがいにどのよう
であったかを把握する作業となる。
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なることが多いので、生活行動の様式に関する
主題が多く取り上げられたと思う。
　同校の児童の実態として、知識面ではなく実践
面に課題を有していたことがわかる。この記述か
らも、附小の道徳授業が「道徳的行為」に関する
指導に力点を置くこととしたことが理解できるの
である。
（ 3）他の教育活動との関連
　『学年的発達段階に即した道徳教育の研究・計
画編』（明治図書）において、現在の道徳教育に
おける実践上の問題点として、「道徳指導と生活
指導ないしは特別教育活動との関連」があげられ
ている22。道徳教育研究会は、道徳授業とこれ以
外の教育活動との関連について、「特設時間での
道徳の指導は、態度化の段階までは可能であるが、
実践活動については、その指導の場を一応切り離
して考えなければならない」という考えをもって
いた。そして、「道徳時間での指導は、実践のた
めの準備体勢を作りあげることであって、その実
践を直接指導する機会は、児童の全生活において
なされなけばならないし、その指導の計画は特別
教育活動や行事等の計画の中にもり込まれるのが
妥当であると考える」と主張している23。
　このような考えに基づき、附小では、他教科の
学習内容や行事との関連をもたせた主題の年間配
当がなされている。他教科の学習内容や行事は、
道徳の時間の資料として、また、導入として活用
できるように配列された。また、 1 つの内容項目
について検討するうえでの期間も配慮されてい
る。 3 年生以上では 1 つの主題につき少なくとも
2 、 3 時間、 5 ・ 6 年では、ときに 4 時間くらい
かけるべきとされている。 1 週間に 1 時間配当と
仮定すれば、これに従えば、 1 つの主題につき、
半月もしくは 1 か月をかけて取り扱われることに
なる。これだけの期間を設定することで、道徳授
業外の教育活動とのより密接な関連を実現させて
いたと考えることができる。
3 ．東京教育大学附属小学校の実践の特質
　附小の実践の特質をより鮮明にするために、『道
徳授業の原型と指導法』（明治図書）において、「原
型に基づく授業」として掲載されている「ほどよ
い生活」実践を取り上げる24。ここでは、「問題
践学校ができあがり、それぞれなりの成果が発表
されてきた」という状況にあったという。このよ
うな状況に対して、道徳教育研究会の構成員たち
は、「これら教育学者や心理学者に、具体的な教
育の実践計画がどうしてたてられるだろうか」と
疑問視し、これらを「机上プラン」であると痛烈
に批判している。このように批判する彼らもまた、
「指導の面では、他の教科とちがって、今までの
伝統蓄積がないから、資料に困っていること、ど
ういう資料をどのようにして整えるかという問
題」に直面していた。
　このような状況において、道徳教育研究会が
真っ先に取りかかった研究、これが道徳教育の計
画であった。それでは、実際にどのような手順で
道徳教育の計画をたてたのか、この手順をみてい
こう。まず、学習指導要領の検討に着手し、 4 目
標36項目の内容項目を「道徳的行為の類型」とい
う観点で再構成することを試みている。この再構
成においては、児童の道徳性の発達段階に即した
系統的な指導計画にするよう、工夫がなされてい
る。この段階の研究の目的は、「新しい道徳の理
念をもり込んだ、しかもこの理念のもとに体系づ
けられた主目標（道徳的行為の類型化によって規
定されるもの）を設定し、もって、学年的発達段
階に即した系統的指導計画を立てようとする」こ
とであった18。その後も「道徳的行為」に着目し
た研究が継続的になされ、1966（昭和41）年に発
行された『道徳授業の原型と指導法』（明治図書）
において、「いままでよりも、もっと、子どもの
行為や、その行為をささえる感情、判断、意志な
どをたしかにとらえて学習の出発にしなければな
らない」と主張され、つづけて「教師はまず、主
題に即した学習場面における児童の道徳的な行為
を的確にとらえることからはじめなければならな
い」と述べられている19。
　このような基本方針には、附小の児童の実態も
大きく影響を与えていたと考えられる。昭和34年
度に実践された「道徳主題実践例」をみてみると、
日常生活の行動様式に関連する主題がこの時点で
すでに多いことがわかる20。道徳教育研究会は、
この傾向を次のように分析していた21。
　･　都会の子どもであるだけに、知的には十分理
解しているが、実践がともなわない傾向がきわ
めて強い。したがって、何回指導しても問題に
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いることに気づかせる。この実感が深められたの
ち、問題と類似している間接経験が投入される。
ここでは「おかあさんからの手紙」が投入され、
児童の度のすぎた生活がいかに母の生活をも乱し
ていたかに気づかせる。
　整理終末では、度のすぎた生活ではなく、「ほ
どよい生活」を目指そうとする行為への実践意欲
をもたせる段階とされる。この際には、自分の度
の過ぎた生活をいかに改善させ、いかに向上させ
るか、具体的に計画を立てながら、考えさせる。
　発展では、実際に自分で考えた生活改善の計画
に従って実行し、この実践の振り返りを行ってい
る。
　以上が、「ほどよい生活」実践の概要である。
この実践を前述した 3 つの視点で分析してみる
と、次の 3 つの点が明らかになる。
　 1 点目は、授業の中心が「度をこした生活をす
ることが、なぜいけないのか」「どうしたら、自
分の心がおさえられるか」という問題解決を図る
ための話し合いが中心となっていることである。
この問題は児童の日常生活場面の振り返りによっ
て提起された問題であった。 2 点目は、整理終末
において「行為への実践意欲」をもたせるだけで
なく、実行するための計画を立てさせ、行為への
結びつきを強めている点である。 3 点目は、授業
において自分自身が考えた改善プランを実際に日
常生活場面において実行に移していることであ
る。この実践では、後日、作文を書くことによっ
て自分自身の行動の振り返りを行っている25。つ
解決学習」の内実、道徳的行為に関する指導、他
の教育活動との関連という 3 つの視点で分析し、
実践の特質を明らかにする。
　この実践のねらいを示したものが、表 3 である。
導入では、まず、教師によって「おとうさんやお
かあさんから、いつも注意されていて、自分もい
けないなあと思うことはありませんか」という発
問がなされる。この発問によって、児童は、自分
自身のこれまでの生活の反省をはじめる。次に、
教師は「思いだしたことを、似たものどうしでま
とめてごらん」と発問する。この発問によって、
児童は自分のこれまでの経験を分析し、類型化の
作業を行う。この作業を通して、「テレビの見す
ぎ」、「本の読みすぎ」、「あそびすぎ」といった、
自分の気持ちを抑えることができず、度をこした
生活を送っている点が問題として浮上する。これ
らの過程を経て、「度をこした生活をすることが、
なぜいけないのか」、「どうしたら、自分の心がお
さえられるか」という問題を取り上げることが決
定される。
　展開では、先の段階で設定された 2 つの問題の
検討が行われる。ここでは、問題事例が児童の作
文のなかから選び出され、その事例を中心に集団
思考がすすめられる。まず、この作文中の児童が
遊びすぎたのはなぜいけなかったかという点につ
いて考えさせる。ここでは、遊びすぎの問題を自
分の生活問題として具体的にとらえさせる。この
集団思考においては、度をすぎた生活は、自分一
人の問題でなく、他人や集団との関わりを生じて
表 3　「ほどよい生活」実践のねらい
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題材は、児童の生活経験そのものであった。これ
は次の記述によっても明らかである27。「資料は、
読んで字の如く、あくまで資料であって、道徳学
習の中心となる教材は、子どもの生活ないし生活
経験そのものでなければならない」と述べ、「資
料は道徳学習の補助であって、これが中心となる
ことはあり得ない」という立場をとっているので
ある。
　 3 点目は、 1 つの内容項目に対して、複数時間
を配当して年間指導計画を作成している点であ
る。従来の道徳授業は、 1 つの内容項目につき、
1 時間配当が通常であった。しかし、このような
方法では、「道徳的行為」に直結するまで、継続
的に指導することが困難である。そこで、附小で
は、道徳授業の原型において「発展」という項目
を設定することで、その日の道徳授業 1 時間の学
びに終えることなく、継続的に指導することを可
能としたのである。
　以上が、附小の道徳授業の特質である。最後に、
残された課題について簡単にふれておく。本稿で
は、附小の道徳授業の特質を公刊されている文献
を考察対象として検討した。そのため、附小の道
徳授業の原型が出来上がるまでの試行錯誤の実態
まで詳しく考察することができなかった。附小の
道徳教育研究会の関係者への聞き取り調査や附小
校内史料の発掘を試みることにより、このような
課題については、稿を改めて論究したい。
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をも包含した一連の実践であったといえるのであ
る。
おわりに
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なされていることを明らかにした。附小の道徳授
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